
⑥

川
合
玉
堂
の
辞
職
・
日
本
画
科
改
革
問
題

日
本
画
科
主
任
教
授
川
合
玉
堂
は
、
既
述
の
よ
う
に
帝
展
改
組
問
題
に
関
述

し
て
昭
和
十

一
年
六
月
に
辞
表
を
提
出
し
た
が
、
留
任
し
て
同
十
三
年
四
月
十

四
日
に
至
り
辞
職
が
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
玉
堂
は
日
本
画
科
生
徒
の
学
芸

研
究
を
補
助
す
る
た
め
の
奨
学
金
五
千
円
を
寄
附
し
た
。
玉
堂
が
辞
職
し
た
結

果
、
結
城
素
明
が
同
科
主
任
と
な
り
、
教
授
結
城
素
明
、
小
泉
青
堂
、
助
教
授

三
名
、

常
岡
文
亀
、
山
田
廉
、
諧
師
矢
沢
弦
月
、
川
崎
小
虎
と
い
う
指
麻
体
制
と
な
っ

た
。
一

方
の
油
画
科
が
岡
田
三
郎
助
、
藤
島
武
二
、
小
林
万
吾
、
南
策
造
、
田

辺
至
ら
教
授
五
名
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
画
科
は
わ
ず
か
二
名
と
な
り
、

ま
た
、
帝
国
芸
術
院
会
員
級
の
作
家
は
、
油
画
科
が
岡
田
三
郎
助
、
藤
島
武

二
、
南
頭
造
の
計
三
名
、
彫
刻
科
も
北
村
西
望
、
建
畠
大
夢
、
朝
倉
文
夫
の
計

工
芸
部
が
和
田
一
二
造
、
香
取
秀
真
、
清
水
南
山
、
津
田
信
夫
の
計
四
名

で
あ
る
の
に
対
し
て
日
本
画
科
は
素
明
た
だ
一
人
と
い
う
状
態
と
な
っ
た
。

日
本
画
科
の
人
事
問
題
は
、
既
述
の
よ
う
に
松
岡
映
丘
の
辞
職
（
昭
和
十
年
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兎
に
角
美
校
日
本
粛
科
改
革
に
よ
っ
て
l

と
騒
動
起
る
氣
配
が
浪
厚
に
上
野

に
あ
る
の
で
芝
田
校
長
は
恒
重
な
態
度
で
學
校
騒
動
を
極
少
範
園
内
に
止
め

九
月
）
の
頃
か
ら
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
て
い
た
が
、
こ
の
問
題
は
芝
田

校
長
時
代
へ
持
ち
越
さ
れ
た
。
左
記
の
記
事
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
芝
田
校
長

日
本
霊
科
改
革
で
美
校
に
一
騒
動
？

注
目

・
美
術
界
の
推
移

文
部
省
闘
書
局
長
か
ら
東
京
美
術
學
校
長
に
轄
任
し
た
芝
田
徹
心
氏
は
就
任

以
来
校
内
の
空
氣
を
静
観
す
る
と
同
時
に
本
年
度
文
展
一
般
日
本
蓋
部
の
成

絞
を
見
た
結
果
現
在
東
京
美
術
學
校
日
本
蜜
科
の
機
構
に
到
し
一
大
改
革
を

行
ふ
必
要
を
痛
感
し
教
授
の
入
替
其
の
他
根
本
的
数
育
方
針
改
更
案
を
樹
立

す
べ
く
そ
の
準
備
に
着
手
し
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
同
校
日
本
聾
科
に

は
従
来
三
つ
の
勢
力
が
あ
っ
た
が
過
般
の
美
術
界
騒
動
か
ら
主
任
教
授
の
川

合
玉
堂
氏
が
辟
職
し
そ
の
前
に
松
岡
映
丘
氏
も
去
つ
て
、
現
在
は
結
城
素
明

盟
伯
の
天
下
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ

に
改
革
を
断
行
し
や
う
と
な
る
と
可

な
り
大
き
な
騒
ぎ
が
校
内
外
に
起
る
こ
と
を
豫
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
朕
況

て
改
革
を
行
ふ
一艮
案
を
考
究
し
つ
4

あ
る
と
の
事
で
あ
る
、
今
日
の
儘
で
放

置
す
れ
ば
今
議
會
で
大
口
大
議
士
あ
た
り
か
ら
平
生
文
相
に
封
し
文
展
問

題
、
一
帝
院
問
題
と
共
に
鋭
い
質
問
を
あ
び
せ
る
こ
と
は
明
か
で
そ
れ
に
よ
っ

て
或
は
美
校
改
革
が
促
進
さ
れ
る
事
に
な
れ
ば
芝
田
校
長
は
存
外
楽
に
學
校

改
革
を
断
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
見
ら
れ
る
が
、

芝
田
新
校
長
一
大
刷
新
を
決
惹

も
解
決
に
苦
慮
し
た
よ
う
だ
。
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ル
件
」
の
通
牒
を
発
し
、
翌
十
四
年
よ
り
そ
の
恒
久
化
を
進
め
た
。
本
校
で
も

⑦
 

の
杜
に
立
籠
め
て
ゐ
る
（
｛
島
箕
は
芝
田
校
長

〔写
真
省
略
〕
）

（
昭
和
十
一
年
十
一
月
十
五
日
『
東
京
毎
夕
新
聞
』）

し
か
し
、
解
決
に
至
ら
ず
、
左
記
の
正
木
直
彦
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
の
記

述
が
示
す
よ
う
に
、
内
密
の
教
授
候
補
者
選
ぴ
が
行
わ
れ
た
り
し
た
も
の
の
、

進
展
は
な
く
、
結
局
こ
の
問
題
は
昭
和
十
九
年
の
大
改
革
の
要
因
と
し
て
潜
伏

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〔
昭
和
十
二
年
〕

六
月
二
十
一
日
…
…
夜
矢
澤
弦
月
吉
村
忠
夫
雨
人
来
り
て
褻
術
院
の
事
學

校
改
革
の
世
評
な
と
に
つ
き
て
堅
念
に
堪
へ
す
と
學
校
の
近
況
を
話
す

美
術
學
校
出
身
者
の
踪
々
た
る
人
々
に
て
東
皐
會
を
結
成
せ
る
こ
と
の
報

告
を
為
し
た
り

九
月
十
日
…
…
夜
吉
村
忠
夫
束
訪

美
術
學
校
長
芝
田
氏
鏑
木
浦
方
氏
を

訪
ひ
美
術
學
校
数
育
の
事
に
付
き
慈
見
を
徽
さ
れ
た
り
而
し
て
吉
村
氏

を
召
致
し
て
此
事
を
話
し
吉
村
氏
に
し
て
余
を
助
け
る
な
ら
は
芝
田
氏
の

惹
見
に
随
ふ
て
も
よ
い
尚
安
田
鞍
彦
氏
受
諾
す
る
な
ら
は
自
分
は
喜
ん

十
一
月
十
七
日
…
…
松
岡
映
丘
氏
束
訪

改
革
に
付
き
意
見
を
述
へ
ら
れ
た
り

集
団
勤
労
作
業
の
始
ま
り

文
展
開
會
後
の
朕
勢

昭
和
十
三
年
六
月
九
日
、
文
部
省
は
「
集
団
的
勤
労
作
業
運
動
実
施
二
関
ス

美
術
學
校

て
就
職
す
へ
し
と
い
ひ
た
り
と
内
密
の
話
な
れ
と
申
上
置
く
と
い
へ
り
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